
去る７月１７日（木）東和総合支所において今後の振興センターのあり方等について、

市長との協議の場が開催されましたのでその概要を次のとおり報告いたします。

いずれ、今後市側で意見を集約の上、年内には方向性が示されるものであります。

市民の皆さんとの協働まちづくりを進めるため、11月17日（月）午後6時30分より小山田

振興センターで「市政懇談会」が開催されます。懇談会のテーマにつきましては、役員会を

開催し各委員から提案頂き、それをもとに小山田地域の懇談会テーマ（裏面）として市に

提出したものです。

なお、課題提案以外についてもフリートークの時間を設ける予定となっておりますので、

多数のご参加をお待ちいたしております。
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１．振興センター職員の常駐について

◎市長から振興センターへ交付金として２億円を交付しているが、交付等に要する経費

等を含め約４億円かかっている。また、市では職員定数の適正化を進めていることもあ

り、できれば来年度から職員を引き上げたいと考えている。

◎これに対して東和地区の各会長からは、「引き上げに伴い、各コミュニティ会議が新

たに職員を雇用する際に要する費用を市で面倒を見るのであれば、引き上げはやむを得

ない。」という意見が大半を占めました。

２．住民票等の証明書交付について

◎現在、振興センターで住民票や戸籍などの各証明書の交付を行っているが、これを廃

止することについて意見を求められ、一部の地域では引き続き交付を望む声があったも

のの、交付件数が少ないことや戸籍は特に専門知識が必要なことから廃止することを容

認する声が大半を占めました。

３．地域づくり交付金の使途について

◎地域づくり交付金の使途については、ソフト事業に限定するべきという意見がある旨

市長から提案がありましたが、その通りとする意見、ハード事業は地域からの要望もあ

りまた早急に対応出来ることから地域住民から評価する意見もあるので、引き続きハー

ド事業も認めるべきとする意見に分かれました。

◎なお、市長から２億円については減額しないという発言もありました。



№ 提案項目（地域課題） 内 容

1 松食い虫被害について
松食い虫による被害が拡大しているため、倒木の危険

性がある。市での対応について伺いたい。

２
支所機能の充実と振興センター

の役割について

２月に上田市長が「総合支所の充実」と語っておられ

るが、どのように進められるものか。併せて振興センタ

ーの役割についてどのようにお考えか。

３
小山田保育園の将来展望に

ついて

小山田保育園は現在臨時職員が多い状況であることか

ら、今後の保育体制のあり方についてお聞きしたい。

４ 市の財政状況について
自治体が合併して、増額してもらっていた特別交付税

が今後削減されるので、財政状況をお聞きしたい。

（表１）

◎企画建設部「市道側溝改修事業」① 市道荒巻線側溝補修工事（259,200円）

② 市道坊ヶ沢線沿水路整備工事（358,560円）

◎教育振興部「公民館施設整備助成事業」軽井沢公民館（ガステーブル他 50,000円）

◎生活環境部「地域史跡環境保全補助事業」花見石展望台（周辺の樹木伐採、刈り払い 40,000円）

※写真は市道側溝改修事業です。

坊ヶ沢線 ：施工前 坊ヶ沢線：施工後

小山田振興センター

業務時間のお知らせ

1 0月より開庁時間

が午前８時３０分～

午後５時１５分に変更

しております。

ご用の有る方は、

時間に余裕を持って

お越し願います。

小山田の人口 世帯数 男（人） 女（人） 計（人） 比較(8月末)

第１行政区 63 107 97 204 1人減

第２行政区 148 237 241 478 －

第３行政区 162 260 277 537 －

第４行政区 111 194 196 390 2人減

計 484 798 811 1,609 3人減

平成２6年9月末現在


